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北
風
荒
れ
す
さ
び
・
冷
気
未
だ
身
に
沁
み
る
三
月

上
句
、
部
長
山
中
先
生
に
お
か
せ
ら
れ
ま
し
て

は
、
啖
れ
の
・
四
回
に
浴
さ
れ
ま
し
た
。
先
生
は
、

去
年
の

好
成
紀
則
ち
岩
中
い
１
１
ｉ
岩
聊
ｏ
、
岩
中
・
4
6

－
盛
中
０
、
岩
ｔ

Ｑ

‐
‐
･
秋
工
2
4
の
請
暇
を
見
ら
れ

安
心
せ
ら
れ
て
勇
眼
・
肝
泣
に
就
か
れ
た
の
で
あ
Ｊ
り

ま
す
。
先
生
・
ぱ
ラ
グ
ビ
ー
郁
々
長
と
し
て
蔚
。
任
せ

ら
れ
て
よ
り
・
我
々
未
熟
な
班
員
の
稔
め
に
御
。
指
原

句
廠
掟
下
さ
い
ま
・
し
て
よ
・
ｎ
ム
既
。
に
三
星
霜
、
先
に
’

は
班
員
り
勁
む
ぺ
き
打
即
ち
ラ
グ
ビ
ー
十
割
等
を

お
・
諭
し
下
さ
れ
、
陰
に
陽
・
に
句
・
自
ら
腿
を
お
示
し

下
吻
」
　
い
ま
し
・
た
。
我
等
班
員
・
に
と
っ
て
父
に
も
等

し
き
先
生
を
失
ふ
時
の
思
ひ
は
又
顛
’
何
ば
か
り
で

あ
っ
た
か
御
坊
徴
下
さ
い
。
然
し
こ
。
の
や
う
な
事

に
の
み
こ
だ
は
っ
て
。
肝
心
の
・
校
・
技
と
し
て
億
統

光
輝
。
あ
る
ラ
グ
ビ
ー
班
の
戦
績
に
我
等
の
代
に
至

っ
て
泥
・
を
塗
っ
て
は
、
そ
れ
・
こ
そ
申
謬
な
い
・
と
新

部
長
佐
藤
先
生
・
の
御
指
導
の
下
に
班
員
は
一
致
固

結
し
、
螢
冠
を
目
指
し
て
血
み
ど
ろ
の
猛
練
・
習
一
を

太
陽
が
西
の
山
に
良
す
る
・
迄
餉
け
ま
し
た
。

戦
果
は
次
の
如
し
。

　
先
づ
第
二
希
。
に
ラ
グ
ビ
ー
度
胸
即
ち
試
三
合
馴
れ

を
し
よ
う
と
し
て
高
工
・
努
専
と
練
習
マ
ッ
チ
を



や
っ
た
。
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前
半
、
此
の
日
は
天
候
非
常
に
悪

五
時
十
分
よ
り
始
ま
っ
た
。
混
手
の

こ
゛
１
｀
く
ｉ
　
‐
ロ
ー

Ｚ
Ｗ
Ｆ
”
　
。
’
Ｚ

セ
ソ
タ
ー
」

Ｕ
こ
賢
け
た
。

凄
く
敵

‾l

i･り

岩
讐

く

試
合
は

訓
子
は
非
常

も
心
配
し
て
居
た
Ｉ
ス
ク
ラ
ム
・

新
入
吉
田
君
良
く
「
ボ
ー
ル
」
を

又
Ｔ
・
Ｂ
中
村
君
の
「
キ
ッ
ク
」

ゴ
ー
ル
」
直
前

に
近
鎧
す

雁物

そ
こ
で
二

回
の
「
ル
ー
ズ
」
を
重
ね
Ｔ
Ｂ
の
パ
ス
に
よ
り
［
ウ

イ
ン
グ
］
名
廻
手
佐
蕗
君
敞
の
密
集
を
も
ぐ
つ
て

¬

ト
ラ
イ
」
（
３
Ｉ
Ｉ
ｏ
）
ゴ
ー
ル
然
し
。

後
半
、
風
雨
益
ミ
烈
し
く
な
っ
て
床
た

し
Ｌ
’
・
・
｀
く

S
9
“
「

Ｊ
μ

然

方
湿
手
の
意
気
は
大
い
に
阜
つ
た
。
そ
し
て

‐
‐
‐
Ｊ
ゴ
ー
な
」
直
前
に
肉
迫
し
た
。
７
分
涅
に
吉

田
君
に
寄
っ
て
、
か
Ｉ
ヘ
ら
れ
た
「
ボ
ー
ル
」
は

Ｈ
・
Ｂ
を
へ
て
美
事
に
石
井
君
右
に
「
ト
ラ
イ
」

（
６
－
０
）
蜃
専
軍
は
盛
中
軍
と
綾
い
て
試
合
を
行

　－

．４

都
今
上
十
分
間
で
我
が
軍
に
破
れ
て
中
止
と

な
る
。

　
噫
Ｈ
‥
‥
逞
ひ
に
診
て
り
、
作
歌
は
岩
中
軍
に
皐
つ

た
。
而
も
仙
・
く
短
時
間
の
中
に
・
い
‥
二
仮
固
結
し
て

や
れ
・
ぱ
必
ず
出
来
る
。
「
噺
じ
て
行
へ
ぱ
鬼
紳
も

亦
之
を
迦
く
」
と
云
は
れ
て
ゐ
る
が
、
し
｡
F
t
/
’

と
心
に
深
く
こ
の
事
を
銘
記
し
た
。
や
が
て
来
る

べ
き
六
月
十
一
日
の
宿
敵
惑
中
軍
と
の
試
合
Ｋ
は

必
ず
誤
っ
て
見
せ
る
と
云
ふ
意
気
に
燃
ゆ
る
の
で

あ
つ
た
。
　
　
‘

岩
中
尉
盛
中
定
期
瑕

六

月

十

一一

日

岩
中

15

る
者
。

非
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０
　
盛
中

Ｓ●

方
盛
中
の
さ
っ
き
迄
の
猛
烈
な
野
次
は
、
ひ
っ
そ

り
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
2
0
分
柴
田
君
（
Ｆ
・
Ｗ
）

敞
（
ゴ
ー
ル
）
直
前
の
「
タ
ッ
チ
」
で
受
け
た
ペ
ボ
ー

ル
』
を
取
っ
て
右
隅
に
「
ト
ラ
イ
≒
ゴ
ー
ル
」
成
ら

ず

心９

y

4，休

ｏ
）
痙
に
前
半
は
終
る
。

一
り

１

１
０
）
や
が
て
2
0
分
暇
は
終
り
と

し
か
し
我
等
は
去
年
に
比

も
劣
っ
て
居
る
で
は
な
い

が
あ
っ
て
毎
年
の
如

　
後
半
、
後
半
始
ま
る
や
否
や
２
分
Ｔ
・
Ｂ
の
佐

藤
君
の
狽
走
に
よ
っ
て
「
ト
ラ
イ
」
ゴ
ー
ル
成
ら
ず

や
が
て
敵
味
方
共
に
非
常
な
る
疲
勢
を
畳
え
混
凱

歌
態
に
入
り
し
が
、
突
然
ゴ
ー
ル
直
前
の
「
ル
ー

ズ
」
よ
り
‐
１
ボ
ー
ル
」
を
拾
っ
た
船
越
君
戦
車
の
如

き
勢
と
瓦
暦
を
特
っ
て
君
這
松
に
敵
ゴ
ー
ル
に
飛

び
込
ん
で
見
寓
・
な
「
ト
ラ
イ
’
一
四
方
に
言
説
の
脛
二

愕
に
皐
が
る
（

な
る
。

淀
に
勝
て
り
、
頌
歌
は
岩
中
軍
に
而
も
盛
中
は

の
決
戦
で
多
年
の
恨
を
果
さ
う
・
と
し
て
や
っ
て

冰
だ
の
だ
が
、
多
年
の
先
輩
や
先
生
の
断
念
に
よ

っ
て
祭
冠
を
穫
得
す
。

し
て
そ
の
成
績
萱
リ
に

か
、
嘸
桟
申
に
も
そ
の
事
の
み
が
頭
順
に
ひ
ら
め

く
の
で
あ
っ
た
。

　
か
く
し
て
第
一
昂
期
も
暮
れ
て
し
ま
っ
た
。
夏

に
は
叉
特
別
の
勁
吻
宗
・
仕

　
愈
ζ
待
ち
に
待
っ
た
決
戦
の
日
は
訪
れ
た
。

　
前
半
、
岩
中
先
附
に
始
ま
る
岩
中
す
で
に
敵
を

呑
む
の
慨
あ
り
３
一
分
早
く
ｔ
Ｔ
・
Ｂ
の
パ
ス
を
受

け
た
永
山
君
敵
の
密
集
を
屯
ぐ
り
込
ん
で
右
側
に

「
ト
ラ
イ
≒
ご
・
‐
ル
」
成
ら
ず
（
３
１
０
）
盛
中
も
さ

に
れ
ば
り
、
し
き
り
に
「
タ
ッ
チ
」
を

重
ね
た
が
、
や
が
て
認
中
陣
「
ゴ
ー
ル
」
寂
前
に
肉

泊
し
て
居
た
。
1
1
分
又
も
Ｔ
・
Ｂ
深
田
君
・
中
村

君
・
石
井
君
と
渡
’
ｎ
’
「
ト
ラ
イ
」
又
も
「
ゴ
ー
ル
」
成

ら
ず
（
６
・
１
０
）
岩
中
の
庶
投
團
に
勁
瞰
畢
る
。
一



く
垣
内
の
合
宿
紬
習
ば
不
可
能
と
な
っ
た
事
・
は
誠

に
遺
憾
で
あ
っ
た
。

　
第
二
學
期
は
始
ま
っ
た
。
来
る
べ
き
秋
季
紳
宮

大
分
に
は
必
ず
昨
年
の
惧
を
晴
ら
し
、
多
年
の
希

望
を
港
成
し
よ
う
と
云
ふ
決
意
に
燃
え
て
練
習
に

練
習
を
斌
ね
た
が
、
そ
の
希
望
は
果
さ
れ
ず
、
期

待
に
摺
待
七
た
一
宮
大
分
及
び
そ
の
他
の
試
合
は

中
止
と
な
今
。
∠

　
さ
う
し
て
ゐ
る
中
に
突
然
山
中
先
生
帰
還
の
・
報

を
碍
に
・
抱
い
た
時
の
喜
び
は
班
ほ
に
と
っ
て
如
何

ば
か
り
で
あ
っ
た
ら
う
。
然
し
も
う
・
そ
の
時
・
は
・
来
・

年
・
度
の
メ
ム
バ
ー
で
練
習
を
誦
け
て
居
っ
た
。
か

く
し
て
昭
和
十
八
年
度
の
ラ
グ
ビ
ー
生
活
も
・
逞
に

終
り
を
っ
げ
た
の
で
あ
る
が
、
今
過
去
を
Ｉ
振
日
二
退

っ
て
み
る
に
、
戦
に
於
て
は
泌
・
っ
に
は
回
っ
て
居

た
け
れ
ど
も
そ
れ
が
決
し
て
侃
の
・
戮
力
で
。
は
な
か

っ
た
。
も
っ
と
く
立
派
な
成
績
を
得
べ
き
も
の

が
あ
っ
た
。
こ
れ
ひ
と
へ
に
自
分
の
徐
な
・
責
任
感

念
９
薄
い
意
志
薄
弱
々
主
将
の
侭
め
に
班
は
精
紳

的
に
は
負
け
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

　
嗚
呼
ロ
‥
行
ん
と
云
う
て
先
・
輩
に
叉
部
長
先
生
に

御
詫
び
中
上
げ
た
ら
よ
か
ら
う
か
、
願
く
ぱ
下
級

生
諸
君
よ
″
前
車
の
轍
″
と
云
ふ
事
を
深
く
心
に

銘
記
し
て
再
び
此
ん
な
事
を
く
り
返
へ
さ
ぬ
や
う

頑
張
っ
て
我
等
・
・
り
分
迄
も
働
い
て
く
れ
、
雨
部
長

先
生
多
年
の
御
指
導
御
鞭
琵
身
に
沁
み
て
有
鈴
う

御
座
い
ま
し
た
。
厚
く
厚
く
心
よ
り
感
謝
数
し
て

居
り
ま
す
。
最
後
に
部
長
先
生
始
め
後
輩
・
諸
君
の

御
健
康
と
御
合
同
を
切
。
に
お
折
り
致
し
ま
す
。

宿
本
年
度
選
手
メ
ム
バ
ー
左
の
如
し
。
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今
年
は
ラ
グ
ビ
ー
界
に
於
て
も
大
改
革
を
・
も
た

ら
し
た
。
先
づ
第
一
に
ラ
グ
ー
ビ
・
Ｉ
は
改
名
さ
れ
て

闘
球
と
な
り
、
攻
撃
精
紳
意
気
昂
揚
上
ど
の
上
な

い
・
よ
い
涯
勁
と
し
て
、
こ
の
時
局
に
・
重
詰
さ
れ
て

来
・
た
。
狙
試
合
に
於
け
る
規
則
も
改
・
支
り
賞
用
化

さ
れ
て
来
た
事
は
誠
に
慶
賀
の
至
り
と
思
ふ
次
第

で
・
あ
り
ま
す
。
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